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上 地 雄―郎 (助教授)
〔著  書〕
『要説 心理統計法』 (共著)山上暁・倉智佐一編著    北大路書房                3月
〔言平   言命〕

「面接における相互的プロセスー月岡論文へのコメントー」『心理臨床事例研究』            3月
兵庫教育大学心理臨床研究会

〔ワークショップ〕

「カウンセリング」                  日本キャリア開発協会 Jカ レッジ     5～ 6月
於  ホテル・ザ ・ルーテル

〔講  演〕
「自己心理学的視点からみた心理療法」         大分大学教育福祉科学部水曜会       7月

於 九重 レークサイドホテル

辻   平治郎 (教授 )
〔口頭発表〕

「自己意識と自己内省の測定」             日本心理学会第 67回大会

於 東京大学
〔ワークショップ〕

「パーソナリテイ特性研究の現状と将来展望」      日本心理学会第 67回大会

於 東京大学

9月

9月

中 尾 和 久 (教授)
〔著  書〕
『新世紀の精神科治療 第 6巻 認知の科学と臨床』   中山書店                  8月
(共著)松下正明総編集・武田雅俊編集

〔論  文〕
“Predictors of irst― onset mttor depressive episodes among    Psyθ ttjαり αんグCJjκ JθαJ Nθ

““
sθ Jιんθιs       10月

white― collar workers"(共著 )                   Folia Publishing Socicty

〔講  演〕
「うつ病と強迫性障害の認知行動療法」         大阪府立急性期総合医療センター精神科講演会 10月

於 大阪府立急性期総合医療センター

〔そ の 他〕

「神経症 (不安障害,身体表現性障害)」         精神医学                 10月
於 大阪大学
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秦   一 士 (教授 )
〔論  文〕
「フラストレーション場面における敵意,怒 り,言語反  『甲南女子大学研究紀要 人間科学編』第 39号 3月
応の関係」

〔講  演〕
「人とかかわる力を育むには」

「より深い人間理解のために一心理検査法一」

「幼児期における行動問題と対応」

〔学会開催〕

関西心理学会第 H5回大会 (準備委員長)

甲南女子大学

明石市幼稚園研修会

於 松が丘幼稚園
尼崎市カウンセリング講習会

於 尼崎市立福祉厚生センター

明石市幼稚園研修会

於 高丘東幼稚園

関西心理学会

於 甲南女子大学

8月

9月

10月

10月

水 原 幸 夫 (助教授 )
〔口頭発表〕

「タスクセットの活性と抑制に及ぼす予測の効果」    日本心理学会第 67回大会
於 東京大学

人間教育学科

9月

稲 垣 由 子 (教授 )
〔著  書〕
『子どもと保育の心理学』 (共著)

『小児保健学』 (共著)

『精神保健』 (共著)

〔論  文〕
「″亡ヽ理的特徴」

「小児救急医療における心の問題」

の現状」

「性的虐待と性非行について」

〔口頭発表〕

「小児科医からみた乳幼児の虐待の実態と支援システム  日本発達心理学会

保育出版社

日本小児医事出版社

北大路書房

『小児看護』Vol.26 No。 9

へるす出版

『小児外科』Vol.35 No.10

東京医学社

於 神戸国際会議場
日本臨床心理学会

於 龍谷大学深草キヤンパス

3月

3月

9月

8月

10月

3月

6月

6月

9月

10月

「児童養護施設入所児童の気質に関するスパイラル研究」 心理福祉学会
(共同) 於 東京成徳大学
「起立性調節障害を伴った不登校の児の背景と予後」   日本小児心身医学会
(共 同 ) 於 筑波大学
「児童養護施設における心的外傷後ストレス障害および  日本児童青年精神医学会
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解離性障害の発生頻度と治療」 (共同) 於 福岡国際会議場
「子どものまなざしと子どもに寄り添うということ」   日本小児精神神経学会

於 神戸フアツシヨン美術館
「小児科から精神科へのコンサルト症例についての検討」 日本小児精神神経学会

(共同)

〔講  演〕
「子どもの発達行動上の問題について」

「小児の心身症」

1月

1月
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H月

H月

9月

10月

於 神戸フアツシヨン美術館

宍栗郡幼稚園教員研修会

於 山崎町防災センター

発達

於 神戸大学医学部
「子ども虐待について一教育現場でできること」     東灘・本城区域別教育第二回研究会・講演会  1月

於 東灘小学校講堂

家庭裁判所自庁研修             1月

於 神戸家庭裁判所

児童虐待防止フォーラム           2月

於 姫路キャスパホール

平成 14年度宝塚市立幼稚園教育推進定例研修会 3月

於 宝塚市立教育総合センター

養育不適切が疑われるケースの支援について  3月

於 明石健康福祉事務所

児童虐待防止推進事業

於 尼崎市立すこやかプラザ

1～ 12月

特別講演会                4月

於 百合学院高等学校
清友会のためのモデル授業         5月
於 甲南女子大学

親と子のこころの健康づくり推進事業 6,9,10,12月

於 明石健康福祉事務所
「各機関の役割とネットワークづくりについて」     第 2回尼崎地区児童虐待防止連絡会     8月

「施設訪問計画」(共同)

於 尼崎女性センター

子育て支援規準推進委員会         8月

於 若草寮・東光園・子供の家・

立正学園・善照学園・尼崎学園

「児童虐待の理解と対応～学校でできること」 夏季職員研修

於 神戸市立若草小学校

8月

「各機関の役割とネットワークづくりについて」     児童虐待防止連絡会 9月

於 西宮こどもセンター

第 5回小児精神医学教育セミナー

於 B&Bパ ンシオン箱根

子育てサポーター養成講座

於 私学会館

平成 15年度家庭教育相談員養成講座     10月

於 兵庫県立こどもの館
人権文化創造活動事業

於 尼崎市立宮前公民館

「親子関係と子どものこころ」

「児童虐待にかかわる人達の役割」

「子どもの発達行動上の問題について」

「親と子の心の相談」

「専門相談」

「子ども学について」

「育児室からの亡霊

―育児を子ども学からひもときましょう」

「親と子の心の相談」

「こどものうつ」

「子どもの心の発達と社会性」

「子どもの神経症的行動」

「新しい子育てを考える」 12月
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上 田 信 行 (教授 )
〔テキスト〕

『NHK高校講座 情報 A』 (共著)永野和男編著     NHK出 版                 3月
〔口頭発表〕

“Dedgning Workshops― Perspcctives of lnfomation Design"  第 6回アジア・デザイン国際会議      10月
於 つくば国際会議場

〔パネル展示〕

“KODOMO Mediathequc"                第 6回アジア・デザイン国際会議      10月
於 つくば国際会議場

〔ワークショップ〕

“Playful Leaming"                         LEGO Lcaming lnstitute               6月

於 デンマーク LEGO社

「科学技術と芸術一学び方を形にする―」        JSTワ ークショップ            7月
於 黒姫ライジングサンホテル

「たまごのおもてなし」                 mam praCCt                 8月
於 著台生涯学習館

「希望のデザイン」                  釧路市こども遊学館プロジェクト      12月
於 釧路市教育委員会

〔TV番組出演〕

「日本賞 30年のあゆみ」                NHK教 育テレビ              H月

小野寺 律 夫 (教授)
〔論  文〕
「ペスタロッチーの『探究』における教育の二つの次元  『教育哲学研究』第88号          H月
―『探究』の新たな批判をふまえて―」        教育哲学会

香 川   豊 (教授 )
〔論  文〕
「「生きる意味」について一フランクルの人間観」     『甲南女子大学研究紀要 人間科学編』第 39号 3月

甲南女子大学

島 田 博 司 (教授 )
〔著  書〕
『ケルン～「自分史エッセイ」の試み』 (共著)

島田博司編著

甲南女子大学

『ケルン～「自分史エッセイ」の試み [特別完全版]』    甲南女子大学
(共著)島 田博司編著

『私を呼ぶモノ』 (共著)會田宏・島田博司編著
『教育学論説資料 第 20号 第 5分冊』 (共著 )
〔論  文〕
「一年次教育の現状と課題」 (共著 )

六甲出版販売

論説資料保存会

3月

5月

7月

8月

『甲南女子大学教育研究ネットワーク研究   1月
レポート』第 1号

甲南女子大学
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10月

9月

10月

〔エッセイ〕

「自分史づくり 授業で確認「私の居場所」」

〔講  演〕
「私語への教育指導」

「私語への教育指導」

『朝日新聞』

朝日新聞社

神戸学院大学 FD講演会

於 淡路夢舞台国際会議場

近畿大学学習指導法セミナー

於 近畿大学

杉 浦 美 朗 (教授 )
〔著  書〕
『現代デューイ思想の再評価』(共著)杉浦宏編      世界思想社                6月
〔口頭発表〕

「デューイ教育学における具体の教育評価の在り方」   日本デューイ学会             10月
於 岡山大学

村 上 博 光 (教授)
〔エッセイ〕

「「国連識字の 10年」におもう」            『月刊人権問題』2003年 8月 号        8月
(巻頭論文 02頁 )

兵庫人権問題研究所

〔講  演〕
「人権教育の現状と問題」               人権教育指導者研修会           12月

於 岐阜県生涯学習センター

〔編  集〕
『大阪教育大学生涯学習教育研究センター年報』No.3   大阪教育大学生涯学習教育研究センター   3月

〔監  修〕
『初期公民館関係資料集 西宮鳴尾公民館関係資料    大阪教育大学教養学科生涯教育計画論講座   3月
/昭和 20年代を中心に―』

〔企画実施〕

大阪教育大学・生涯学習セミナー第Ⅲ期一大阪・関西の  2003年度・大阪教育大学生涯学習  2002年 12月

公民館の源流と現状一全 5回の企画と実施       教育研究センター          ～03年 3月

森   津太子 (講師)
〔著  書〕
『メディアと人間の発達』 (共著)坂元章編著       学文社                  12月
〔論  文〕
「幼児期健忘と最初期記憶に関する研究の現在」     『甲南女子大学研究紀要 人間科学編』第 39号 3月

甲南女子大学

〔口頭発表〕

「ウェブ調査と紙筆式調査における回答の比較 (1)    日本心理学会第67回 大会          9月
―反応の構えについての比較―」 (共同)       於 東京大学
「ウェブ調査と紙筆式調査における回答の比較 (2)    日本心理学会第 67回大会          9月
―さまざまな心理測度における平均値の比較―」 (共同)於 東京大学
「コミュニケーションメデイアと孤独感・対人不安」   日本心理学会第67回 大会          9月
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(共同)                      於 東京大学
「主観的経験の誤帰属が認知・社会的判断に及ぼす効果 (2) 日本社会心理学会第44回大会
―アクセスブルな経験とアクセスされた記憶内容一」  於 東洋大学
「一番初めの記憶―発現年齢とその特徴一」       日本認知心理学会第 1回大会

於 日本大学

9月

6月

吉 田 昌 生 (教授 )
〔口頭発表〕

「「映像メデイア制作実習」デザインー2003年 度前期―」 平成 15年度大学情報化全国大会
(共同)                      於 アルカディア (東京・市ケ谷)

9月

行‐動社会学科

寺 岡 伸 悟 (助教授 )
〔著  書〕
『ものと人の社会学』 (原田隆司と共著)         世界思想社                 3月
『地域表象過程と人間―地域社会の現在と新しい視座一』 行路社                  3月
『シカゴ学派の社会学』 (共著)宝月誠・中野正大編著   世界思想社                H月
〔言平   言命〕

「都市との交流を考える」 (共著)            『奈良の呆樹』2003年 4-6月 号        4月
奈良県果樹研究会

〔講  演〕
「西吉野村とわくわく柿づくり体験」          西吉野果樹研究会総会            4月

於 奈良県果樹振興センター
〔報 告 書〕

『奈良県農業構造改善事業事例集 柿産地の発展と地域  奈良県農業会議               3月
のi舌性化』

原 田 隆 司 (教授 )
〔著  書〕
『現代社会学への誘い』 (共著)満田久義編        朝日新聞社                 3月
『ものと人の社会学』 (寺岡伸悟と共著)        世界思想社                3月
〔論  文〕
「家を建てるということ:非 日常の中の日常       『甲南女子大学研究紀要 人間科学編』第 39号 3月
1995年西宮 (8)」                  甲南女子大学

〔講  座〕
「ボランティアという人間関係」            4年 制高齢者大学講座            5月

於 兵庫県いなみの学園
〔報 告 書〕

「『情報コミュニテイ』形成プロセスの研究 :       平成 13,14年度科学研究費補助金研究成果   3月
都市と農村をネットワークで結ぶ」          報告書
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細 辻 恵 子 (教授)
〔著  書〕
『現代社会学への誘い』 (共著)満田久義編        朝日新聞社                 3月
〔講  演〕
「子育ての社会支援について」             「子ども学」講演会             6月

於 甲南女子大学
〔講  座〕
「21世紀のジェンダー」                高大連携講座「啓明女学院サタデイ・カレッジ」 7月

於 啓明女学院高等学校

三 毛 美予子 (講師)
〔著  書〕
『生活再生にむけての支援と支援インフラ開発      相川書房                 10月
一グラウンデッド0セ オリー・アプローチによる退院

援助モデル化の試み―』

|     〔論  文〕
「日本における『実践理論』構築を目的としたソーシャル 『関西学院大学社会学部研究紀要』95号    10月
ワーク研究法の課題」 (共著)            関西学院大学社会学部

〔翻  訳〕
『whO cares?― スウェーデン人がみた日本の家族とケア』 中央法規出版               1月
(共訳)

〔エッセイ〕

「自立と依存のバランス」               『ネ申戸発』                 9月
1                                 甲南女子大学
|     

〔口頭発表〕

「重度身体障害者の自立生活実現過程に関する研究」   日本社会福祉学会第51回全国大会      10月
於 四天王寺国際仏教大学

〔そ の 他〕

分科会指定発表者,分科会テーマ「三毛美予子博士論文  第 3回関西学院大学社会福祉 OBOGの集い  7月
(生活再生にむけての支援と支援インフラ開発―    於 関西学院大学
グラウンデッド・セオリー 0ア プローチに基づく大学

病院のソーシャルワーカーによる退院援助モデル化の

試み)」

森   雄 繁 (教授)
〔著  書〕
『組織のなかのキャリアづくり』 東方出版 5月
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人間1環1境学科

大 森 敏 江 (教授 )
〔講  座〕
「これからの高令者のすまい」

〔フォーラム〕

「地球環境時代と住まい手の意識変化」 (共同)

土地活用コンビセミナー

於 ルビノ京都堀川

住宅産業フォーラム 21

於 大阪科学技術センター

8月

「省エネルギーヘの社会の取り組みと住宅機器開発の方  住宅産業フォーラム21
向性」 (共同) 於 大阪科学技術センター

奥 田 和 子 (教授)
〔著  書〕
『食べること生きること―世界の宗教が語る食のはなし』 編集工房ノア               3月
『みりんの知識』 (共著)               幸書房                  H月
『みりんと調理』 (共著)                全国味琳協会全国旧式味酢協会       2月
〔論  文〕
「ぶどう酒を水で割る一神との関わり」         『甲南女子大学研究紀要 人間科学編』第 39号 3月

甲南女子大学

「スロー・フードの流れの中で―ジェンダーの視点から一」 Мν Fθθグルあ∫り 145-4          4月
食品資材研究会

「災害用乾パンをめぐる問題一乾パンを生かす工夫を」  『食の科学』5                5月
光琳社

「新開発レスキュー・フーズの評価」          『食の科学』7 No.305            7月
光琳社

〔講  演〕
「災害時における食の備蓄について           於 ドーンセンター 大阪府        1月
―阪神大震災の教訓から」

「なぜ食べるのか?― 聖書と食―」           於 西南学院大学神学部 福岡       H月
〔エッセイ〕

「どこへ行く食のアメニテイ」             『大阪消防』8                8月
大阪府

「食べること生きること にっち」           『にっち倶楽部』              9月
芦屋市 NPO法人

〔インタビュー記事〕

「豆乳回収わかりやすい基準を」            神戸新聞                  1月
〔解  説〕
「キムチの科学」                   テレビ大阪                12月

角 田 万里子 (教授 )
〔論  文〕
「Agα rJε夕∫bJαzιJの グルカン,特に水溶性β-1,6-グルカン 『微量栄養素研究』第 20集         12月
の構造と性質」 (共著)               微量栄養素研究会

9月

12月



研 究 活 動 報 告

〔辞  典〕
『澱粉科学の事典』 (共著)               朝倉書店                 3月
〔口頭発表〕

眈gα rjε
“
s bJα zιJ子実体のグルカンの分画 :構造と抗腫瘍  日本農芸化学会大会2003          4月

作用」 (共同)                   於 日本大学・湘南キャンパス
「c“ε
“
sソι
““
S(ク ロツカス)球根中の arabino― mannan   日本農芸化学会大会2003          4月

多糖の性質」 (共同)                於 日本大学・湘南キャンパス
「カリン種子粘質物の研究 :多糖の構成と性質」 (共同)  第 42回 日本栄養・食糧学会近畿支部大会   10月

於 大阪市立大学
「アガリクス (Agα rjθ

“
s bJα zιJ)の多糖成分,特に水溶性  第 42回 日本栄養・食糧学会近畿支部大会   10月

β-1,6-グルカンについて」 (共同)          於 大阪市立大学

住 野 公 昭 (教授)
〔講  座〕
「労働環境と健康問題」                産業保健研修セミナー

於 産業保健推進センター
9月

森   由 紀 (教授)
〔論  文〕
「中高年女性におけるガードル着用が尿中のホルモン分泌  『繊維製品消費科学』Vol.44
に及ぼす影響」 (共著)               日本繊維製品消費科学会

〔口頭発表〕

「生体反応からとらえたパジャマ素材による着心地につい  日本家政学会第 55回大会
て」 (共同)                    於 お茶の水女子大学

9月

5月

山 本   存 (講師)

|     〔口頭発表〕
「知的障害者本人のレクリエーション支援に関する研究」 兵庫体育・スポーツ科学学会大会      3月

於 甲南女子大学
「ホームヘルパーの余暇・レクリエーションに関する研究」 日本レジャー・レクリエーシヨン学会大会  H月

於 東北福祉大学
〔講  座〕
「ボランティア講座」                 神戸市東灘区社会福祉協議会        H月

於 東灘区役所

吉 田 有 里 (講自雨)

〔講  演〕
「日本経済の動向を読む」               兵庫県生活創造大学男女共同参画セミナー  2月

於 西宮市男女共同参画センターウェーブ
「女性が働くこと 私たちが生きている経済社会の状況」 ひょうご Re―Beワ ークセミナー       9月

於 男女共同参画センター パレートかわにし
「保健医療福祉の経済」                (財 )地域社会振興財団           9月

於 自治医科大学
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:育

浅 田 詳 司 (教授 )
〔講  演〕
“ル ∫J′夕G錮面 nation of Bα εJ′ル∫∫

“
brJ′Js spores under High―   於  Bordcaux Un市 .(ボル ドー , フラ ンス )  7月

pressure Conditions"(共 同 )Joint 19th AIRAPT-4 1th

EHPRG Intcrnational Conference on HIGH PRESSURE

SCIENCE AND TECHNOLOGY

猪 俣 伸 道 (教授 )
〔論  文〕
“Production of intergeneHc hybHds betwcen Brα ssJεαノ

“
κεθα   E呼んソJθα 133                            8月

and D″′θ′θχJsソ Jttα′α through ovary culturc,and the     The Netherlands

cytology and crossability of their progenies"

加 藤 信 行 (教授 )
〔解  説〕
「院内感染におけるレジオネラ対策の現状」 (共著)    『防菌防徽』Vol.31             6月

日本防菌防徹学会

木 村 重 圭 (教授)
〔論  文〕
「京都画派寄合描押絵貼屏風について」

「徳川幕府歴代将軍画像について」

『美術フォーラム 21』 第 8号

醍醐書房

「徳川将軍家展」図録

江戸東京博物館 他

6月

8月

オト   ー 功 (教授 )
〔論  文〕
「プラトンにおける不死性」

〔口頭発表〕

「徳の探求―プラトン『メノン』をめぐって一」

『古典の世界像』

文部科学省科研特定領域研究 (A)H8
「古典学の再構築」A04班

ギリシア哲学セミナー

於 本郷学士会館分館

3月

12月




